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雪割草新潟大会 

　雪割草は、オオミスミソウ、ミスミソウ、スハ

マソウのミスミソウ属３種の園芸品種としての総

称で、雪割草と漢字標記されます。本来のユキワ

リソウは桜草の仲間で、カタカナ標記します。一

昨年、雪割草は県の草花に指定され愛好者も増え

ています。その雪割草の普及促進をかねて、日本

雪割草協会で展示会と即売会を開催していて、今

年は第11回新潟大会が２月20～21日に三条市県

央メッセピアで、また、第15回全国大会が上野

グリーンクラブで２月27～28日に

開催されます。雪割草の本場である

新潟県で、このような大会が開催さ

れ、多数の銘花展示品を身近に見ら

れることは大変喜ばしいことです。

今年は例年より２週間ほど早く新潟

大会が開催されますが、まだ雪の多

い２月の３週目でも雪割草は立派に

咲いてくれます。この機会に展示会

へ出かけて見てはいかがですか。き

っと栽培方法など参考になることが

多いはずですよ。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

小 林 　 誠さん　奈美さん（上野） 

　時計とクラシックが大好きで、エレクトーンが得意な航大。歌と絵が

上手で、兄弟想いな優しい旺暉。寛采は食欲旺盛で動きも活発になり、

立派な遊び仲間です。気付けば寄り添って遊ぶ三人。 

　男同士、切磋琢磨しながらも助け合いながら、いつまでも仲良し兄弟

でいてね。 

�２月３日は節分ですね。節分は、各季節

の始まりの日（立春・立夏・立秋・立冬）

の前日のことで、節分は「季節を分ける」

ことも意味しています。特に江戸時代以降

は、立春の前の日のことを指す場合が多い

そうです。「豆をまき、まかれた豆を自分

の年齢（数え年）の数だけ食べると健康に

なる」と、よくいわれますが、年齢を重ね

ると食べるのも大変ですよね。食べすぎも

良くないような…。　　　　　　　（つ） 

●12月16日～１月15日までの届出● 

平成21年12月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,056世帯（±０） 
総 人 口　　6,786　人（＋４） 
　 男 　　　3,249　人（＋２） 
　 女 　　　3,537　人（＋２） 

転入　11人　　転出　４人 

出生　４人　　死亡　７人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

伊藤　チイ　さん　　81歳　　南　中 

佐藤　信江　さん　　101歳　　深　沢 

高橋　　榮　さん　　76歳　　鍬江沢 

津野　　民　さん　　84歳　　湯　沢 

石山庄左エ門　さん　　94歳　　朴　坂 

和田　忠吾　さん　　95歳　　勝　蔵 

照井　康夫　さん　　74歳　　深　沢 

　渡　辺　裕　太　さん　　　沢 
（細　野）二三夏　さん　（村上市） 

　　近　　貴　志　さん　　大　島 
（佐々木）久美子　さん（新潟市北区） 

お誕生おめでとうございます 

優　和ちゃん（女）　幾　地 

　　　　　　横田　雅宏・沙織さん 

　ゆ　　　わ 

こう　　 だい 

おう　　　き 

かん　　 さい 

航  大 ちゃん（５歳） 

旺  暉 ちゃん（３歳） 

寛  采 ちゃん（１歳） 

平成20年３月１日に新潟県の 
草花に指定された「雪割草」 




